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1．はじめに 

 淀川では，水陸移行帯を創生するために河川敷の切

り下げやワンド・たまりの整備，イタセンパラの再生

や，外来種駆除等自然再生事業に取り組んでおり，ワ

ンドの再生が続けられている 1）． 

本研究では，淀川の状況を踏まえ良好な河川環境の

復元，再生を目指すための基礎的な検討として，出水

流量時の流況解析を行い，ワンドの維持管理をするに

あたり，外力によるワンドとその周辺の地形変化を評

価する指標を立てることを目標とする． 

そこで，淀川の 27km地点の右岸側にワンドの整備

が計画されている，大塚ワンドの地形変化に着目し平

面二次元の流況・河床変動解析を行い地形高や粒径の

変化をみた． 

 

2．計算条件 

 流況によって，大塚ワンドの流れや河床変動傾向を

把握するため，平面二次元の流況解析を行った．この

計算の条件は表 1 の通りである．なお，マニングの粗

度係数，河床勾配，粒度構成，植生高さ，地形データ

は国土交通省淀川河川事務所からの提供資料 2）より設

定した．また，流量については流れや河床変動の傾向

を評価しやすくするため，一定流量で行った．地形条

件について淀川河川事務所から提供された横断測量デ

ータの地形高を編集し大塚ワンドを考慮したものを使

用した（図 3参照）． 

 
図 1 粒度構成 

 

 

表 1 計算条件 

 

表 2 解析時の流量と下流端水位 

 

 

 

図 2 大塚ワンド平面図 
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図 3 大塚ワンドの地形高の時間変化 

 

 

図 4 大塚ワンド平均粒径の時間変化 

 
図 5 河床変動開始後 20時間の大塚ワンドの地形高 

 

3．一定流量下でのワンドの堆積傾向 

流況によって大塚ワンドの堆積傾向に違いが出るの

かを明らかにするために，河床変動解析より一定流量

下での，大塚ワンドの縦断方向での地形高の時間的変

化を図 3 で示し，河床変動開始後 20 時間の地形高を

図 5 で示したところ，大塚ワンドは全ての流況で堆積

傾向にあることが確認された． 3100㎥/s において他

のケースと土砂の堆積が概ね異なることが確認され

た．大塚ワンド内において，流況解析より得られた流

速と水深を用いて岩垣の式 4）から求めた最大移動限界

粒径と河床変動解析で得られた平均粒径の時間変化を

図 4 で比較した．これらより，9000 ㎥/s では最大移動

限界粒径が大きく粒径の大きな土砂がワンドに堆積し

たものと考えられる，1300 ㎥/s では粒径の小さい土砂

がワンド内に堆積することが推察された．一方で，

3100 ㎥/s でも堆積傾向にあるが他のケースより小さ

い．これは，大塚ワンドに流出入する流砂量の比率が

他のケースより小さいことが考えられる． 

4．おわりに 

今回は一定流量で解析をすることで，大塚ワンドは

堆積傾向にあることが明らかになり，流量規模で大塚

ワンドの堆積傾向に違いが出ることが確認された． 

堆積傾向が小さかった 3100 ㎥/s 程度の出水が大塚ワン

ドを維持管理する上で目安となる可能性がある． 

今後は，実際の H30.7 豪雨や H25.9 台風といった実

績流量で変化傾向を把握する必要がある． 
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